












































Klavierspiel Op. 101"であり， 1850年頃にドイ
ツの作曲家フェルディナント・バイエル (Fer-








































































































































































































ジョン・トンフ。ソン ジョン・ブリムホール フランシス・クラーク， リン・フリーマン・オールソン，
『現代ピアノ教本J 『ピアノ・メソードJ ルイーズ・ゴス ルイーズ・ビアンキ，
グレード 1-V， レベル 1-V，初心者， 『ミュージック・ツリー』 マーヴイン・ブリッケンスタッフ
『小さな子のためのピアノ教本』 大人用I， I 4フ、ック 『ミュージック・ノfサウェイズ・
(導入) (Hansen， 1968) 『タイム・トゥ・ビギンJ テ、イスカパリー 』
(The Willis Music Co.， 1936) (Summy.Birchard， 1973) IA ， IB ， IC~V( レコード)
(Carl Fischer， 1974) 
ファースト・グレード・ブ、ック ブ、ック I ノfー ト A フ。ック IA
ページ数 79 40 64 64 
図表 各曲に対応した鍵盤図，挿絵 鍵盤図，写真 譜を伴ういくつかの鍵盤図 鍵盤図，有用なガイド，わずかな写真
有名な歌 わずか ほとんど全部が民謡とポピュラー なし なし
古典曲 モーツアルト〈アリア>(編曲) わずか:ツェルニー， なし なしディアベッ 1)
テやユエット なし I曲 教師の伴奏を伴うものが約半数 いくつかは教師と
譜読み前の鍵盤の予習 なし なし なし(タイム・トゥ・ビギン) 12ページ
ハ長調の 5指のポジションに続き， ミドルCに親指，徐々に音符を導 ランドマーク:F (低音部記号) p. 36の大譜表まで，徐々に五線を二員冗士判員咽 ミドルC(高音部);ランドマーク 導入(1線ずつ) (音域:全ての音ト長調，へ長調など 入(音域:G-e 2) からの音程読み 符)
音符のドリル なし なし 10のユニットのそれぞれである あり
歌詞 多数 8曲 ほほ半数の曲 本の約 2/3
。 J J J よみ 。 必
音符の長さ j よ ‘3・J J 
シンコペーション 休符
2 3 4 6 3 4 2 346 2 3 4 5 拍子 4 4 4 4 4 4 4 8 4 4 4 4 4 4 (p. 45で紹介された拍子)
リズ、ム 3曲目に数え方が示されている 声に出して数える，初めの12曲に 音の長さによって数え，続いて， 短い，長い，タ，ターア，ターアーはカウントが印刷されている 拍子で数える ア，たたく











両手 1曲目(初心者用) 9曲目 p.17から 3曲目
フィンカー ・ードリノレ， フレージン 5指の練習(逆も)
10のユニットそれぞれで，ウォー技術的な学習 グ，分散和音，前腕全体を使った 和音の学習 (C，F， G7， G， ミングアッフ。 毎日の指の練習
打鍵，手首を使ったスタッカート D 7) 
音階 4音音階(左子，続いて右手)長 弾くためのものはなし なし なし調:ハ，ト，ニ，イ，ホ，ロ，へ
調号 長調:ハ， ト，ニ，イ，ホ，へ， 長調:ハ， ト なし なし変ロ，変ホ，変イ
強弱記号 5曲目から
ρmρ mf f 
すぐに ρと/のみアクセント
フレージング 短いフレーズが記されている 数曲 p. 7から なし
半音と全音，音階の構造，音程， 音程，和音 (C，F， G7， G， 理論 和音，転固形 D 7)，コード記号，半音と全音，
ユ日生手一王口 音程 2度， 3度， 4度， 5度
2ページの基礎
書く勉強 なし なし 各ユニットの最後で いくつか
The Adult Pr，ゆaratoη Book， levels 1 -VI : Piano Literature， Activitヲ，Peγfoγmance， RゅιγーEtudes (grades 1 -V )， varied Contemporaη Pi，αηo Literature， 
補助教材 collections， free illustrated John Brimhall Library (popular Piα悦oTechnique， Keyboαγd The toire， Musici，ωlshi.仇 Technique，
guide available，“What Shall 1 and classic) 。η，ジャズやブルースを合む補 Ensemble，‘'Something Light"を
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これに対し，ブリムホールの『ピアノ・メソ からは両手で同時に別々の音型を弾く練習に入
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p.12， No.9 (1 -4小節)
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い る。音程が広が るに従 って線 の数 を増や して
い き,5度 の音程 まで学習 した後(譜 例25),
は じめて音部 記号が指 定 され,『 バ ー トAま の




発 達 教 育 学 部 紀 要
譜例25
　 この 『ミュー ジ ック ・ッ リー凄 で は 目印 とす
る音 はf,C',9'の3・ 音で あ っ たの に対 し,
『ミュー ジ ック ・パ サ ウ ェイズ』 で は 同 じ 「ラ
ン ドマー ク ・1ノー デ ィ ング1の 手法 を と りなが
ち,C,　 c',　 c"'の3音 を 目印 と して 設定 して
い る(譜 例26>。 その ため 学 習 者 は非 常 に広 い
音域 にわ たっ て大 譜表 の 学 習 を始 め るこ とに な
り,こ の 点で 『ミュー ジ ック ・パ サ ウ ェ イズ」
はこれ まで見て きたテキス トに比べ際立 って特
徴的だ と醤える。
　三つの離れたC音 か ら上下 に順次(2度)進
行 と跳 躍(3度)進 行 をす る学 習の後(譜 例
27),こ のテキス トはさ らにc音 とc"音 を 目印
の音 として加 えた読 み取 り(譜 例28>,さ らに
は5度 音程,4度 音程 を含む音の進行 について





　 す なわ ち,rミ ュー ジ ック ・ッ1f-一一　 と同様,
音 符一 つ ひ とつ の音 名や 階名 で は な く,あ る音
か ら次の音がどの方向 にどれだけ進行す るか を
追ってい く.r方 向読み」 を学習者 に習得 させ よ
一141一
導入期の ピアノ教材に関す る一一考察
うとしてお り,そ のためにこのテキス トで も大
譜表 での学習の前 に3線 譜 や4線 譜 を用 いた膏
程の読み取 りをさせている。他に,鍵 盤 には じ
めて向か う学臠者 に,5本 指 によるクラス ター
や,親 指 と小指 による5度 音程 の練翠 をさせ て
いるが(譜 例30>,こ れ は手や指 の正 しいフ ォ
ーム を定着 させ るための方法 と して示唆に窰む。
譜例30
　最後 に,Yア ル フ レッ ド ・ピアノ ライブ ラ リ
ー書 では,鞍 ユー ジ ック ・ツ リー書 で1ラ ン
ドマーク」 となっていた三つの音の うち,fと
g'の 音 の 位 置 に 注 冒させ て い るが,そ れ は
f方向読み」の ための 曷印 というよりもむ しろ,
両手 を 「5指 の ポジシ ョン」 に鱒 くための起 点
となっている。す なわ ち,f音 に左手の入菱 し
指,g'音 に右手 の小指 を置 いたポ ジシ ョンでf
片手ずつ順次進行 に よる音型 を弾かせ た後(譜
例31.),そ の まま 「5指 の ポジシ ョン」 に よる
大譜表 の学臠 に移ってい くのであ る(譜 例32)。
従 って,こ の方法 葭体 をtラ ン ドマー ク ・り一
デ ィング」 と呼べ るか ど うかは疑問であ るが,
そ うした学習 に入 る前 に,音 符の位置関係 を黒
鍵 を使 って把握 させ た り,大 譜表の学習 を両手
の交互奏か ら始めてい ることな ど,こ のテキス
トが 『ミュー ジック ・ツ1冫一・ と類似す る点 も


































































成立への軌跡J音楽之友社， 1976， pp. 
341-343 
(4) 井口基成『上達のためのピアノ奏法の段階』
音楽之友社， 1955， p. 156 
(5) “Five Finger Position"の訳語で、あり，音階
の主音から属音までの五つの音に， 5本の指を
それぞれ対応させたポジションのことを言う。
(6) 原題は“John Thompson's Modern Course 
for the Piano Teaching Little Fingers to 




• J ohn Brimhall“The J ohn Brimhall Piano 





・DavidCarr Glover & Louise Garrow 




・EdnaMae Burnam“Edna Mae Burnam's 
Piano Course -Step by Step Book One" 






(8) 原題は“TheMusic Tree -A Plan for 
Musical Growth at the Piano by Frances 










• Lynn Freeman 01son， Louise Bianchi & 
Marvin Blickenstaff“Music Pathways， 





・Wi1ardPalmer. Morton Manus & Aman-
da Vick Lethco“Alfred's Basic Piano 
Library Lesson Book Level 1A" A1fred 




(1) Denes Agay Ed.，“Teaching Piano V olume 
II" Y orktown Music Press， Inc.， 1981， pp. 
330-339 
(12) この節で取り上げるピアノ教材は，すべて邦
訳版による。
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